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細胞・ウイルス培養

卵での生産

ワクチン
ウイルスの精製細胞バンク

新型インフルエンザワクチン開発・生産体制整備について

［目標］全国民分の新型インフルエンザワクチンを約半年で生産可能な体制を５年を目途に構築。

○ 細胞培養法を開発することにより、現在の鶏卵培養法では1年半～2年を要する全国民分のワクチ

ン生産期間を約半年に短縮する。

○ 細胞培養法の開発期間中は、国内企業の鶏卵培養法での生産能力等を強化する。

「第３世代ワクチン」の開発：感染防止を可能とする経鼻ワクチン、容易に投与可能な経口ワクチン、抗原量削減のための
アジュバントなどの開発を想定。

○ 有効性や利便性の高い「第３世代ワクチン」*の開発を推進する。

今後

現在

細胞培養での生産

有精卵

＊

（１年半～２年）

（約半年）

注） 第一次補正により約１２７９億円を計上したが、今般の新型インフルエンザワクチン購入の
ために当面必要な経費（約２４０億円）を確保し、残り（約１０３９億円）を流用。第二次補正で
新たに９５０億円を予算措置し、計約１１９０億円を確保。
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［参考３］



申請者

一般社団法人未承認
薬等開発支援センター

厚生労働省

厚生労働省が公募・評価委員会の開催・採択を実施し、
助成金の交付等を開発支援センターで実施する。

①公募
③評価委員会の開催及び事業の採択

②応募

⑤助成金の交付申請
⑧助成金の実績報告

④採択事業
の通知

⑦交付決定
の情報提供

⑥助成金の交付

⑨助成金の交付額
の確定

基本的な流れ

新型インフルエンザワクチン開発・生産体制
整備事業の公募について

②交付決定までの仕組み
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